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上
島
享
著

　
　
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』

井
　
原
　
今
朝
男

　
　
　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
日
本
中
世
史
学
界
に
多
く
の
問
題
提
起
と
論
点
を
提
供
し
て
き
た
著
者
が
、

こ
れ
ま
で
の
諸
論
考
を
一
書
に
ま
と
め
て
独
自
の
分
析
視
角
と
方
法
論
で
体

系
化
し
、
中
世
社
会
成
立
過
程
の
新
し
い
歴
史
像
を
打
ち
出
し
た
の
が
、
本

書
で
あ
る
。
既
発
表
の
論
考
に
補
注
と
大
改
訂
を
行
い
、
発
表
論
文
の
原
型

を
と
ど
め
て
い
な
い
ほ
ど
に
論
旨
の
一
貫
性
を
高
め
る
べ
く
組
み
替
え
、
か

く
も
大
著
に
仕
上
げ
、
政
治
史
・
制
度
史
・
財
政
史
・
社
会
経
済
史
・
仏
教

史
・
神
道
史
な
ど
の
分
野
の
諸
論
考
を
統
一
し
た
歴
史
像
と
し
て
論
述
し
た

こ
と
に
、
ま
ず
畏
敬
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。
稀
に
見
る
名
著
で
あ
る
。

　
す
で
に
優
れ
た
書
評
が
お
こ
な
わ
れ
、
大
津
透
（
『
臼
本
歴
史
㎏
七
六
三
）

は
金
体
の
要
旨
を
要
領
よ
く
整
理
し
て
財
政
研
究
史
上
の
論
点
に
署
及
し
て

い
る
。
遠
藤
基
郎
（
隅
史
学
雑
誌
』
ご
一
一
－
一
）
は
、
個
別
の
論
点
や
諸

問
題
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
全
体
史
へ
の
枠
組
み
の
問
題
提

起
に
つ
い
て
研
究
史
上
の
意
義
と
課
題
を
気
付
い
た
諸
点
に
絞
っ
て
論
じ
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
｝
　
本
書
の
要
旨
と
硯
究
史
上
の
位
置

ま
ず
、
全
体
像
を
み
る
た
め
に
、
主
要
な
目
次
を
整
理
し
よ
う
。

序
章
　
本
書
の
目
的
と
視
角

第
一
部
　
新
た
な
社
会
の
形
成
と
中
世
王
権

　
　
第
一
章
　
中
世
王
権
の
創
出
と
そ
の
正
統
性

　
　
第
二
章
　
藤
原
道
長
と
院
政

　
　
第
三
章
　
中
世
宗
教
支
配
秩
序
の
形
成

　
　
第
四
章
　
大
規
模
造
営
の
時
代

　
第
二
部
　
中
世
王
権
と
宗
教

　
　
第
一
章
　
日
本
中
世
の
神
観
念
と
国
土
観

　
　
第
二
章
　
中
世
国
家
と
仏
教

　
　
第
三
章
　
法
勝
寺
創
建
の
歴
史
的
意
義

　
　
第
四
章
　
　
〈
王
〉
の
死
と
葬
送

　
　
第
五
章
　
中
世
神
話
の
創
造

　
第
三
部
　
中
世
王
権
の
財
政
構
造

　
　
第
一
章
　
経
費
調
達
制
度
の
形
成
と
展
開

　
　
第
二
章
　
造
営
経
費
の
調
達

　
　
第
三
章
　
庄
園
制
と
知
行
国
制

　
　
第
四
章
　
中
世
王
権
・
国
家
の
形
成
と
財
政
構
造

　
終
章

　
本
書
の
目
的
を
「
政
治
・
社
会
経
済
・
仏
教
・
神
祇
な
ど
様
々
な
問
題
を

取
り
上
げ
た
が
、
結
局
、
中
世
社
会
と
中
世
王
権
が
で
き
あ
が
る
過
程
を
解

明
す
る
と
い
う
基
本
的
な
視
角
は
同
じ
で
、
す
べ
て
を
一
書
に
収
め
た
か
っ

た
」
（
九
四
八
頁
）
と
述
べ
る
。
本
書
は
中
世
社
会
と
中
世
王
権
の
成
立
過
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程
を
同
時
進
行
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
歴
史
像
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
習
評
も
、
両
者
の
形
成
過
程
の
歴
史
像
を
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
か
、

を
読
み
取
る
こ
と
に
つ
と
め
よ
う
。

1
　
中
世
社
会
と
王
権
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
歴
史
像

　
序
章
で
は
、
ま
ず
石
井
進
の
無
国
家
論
を
批
判
し
て
、
黒
田
俊
雄
の
権
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

体
制
論
の
立
場
に
た
っ
と
し
、
「
院
政
期
と
は
中
世
社
会
が
確
立
し
た
時
期

で
あ
る
と
と
ら
え
、
一
〇
世
紀
か
ら
始
ま
る
中
世
社
会
形
成
の
過
程
を
動
態

的
に
描
」
（
四
頁
）
こ
う
と
す
る
。
国
鋼
史
研
究
で
は
評
者
の
院
・
摂
関
・

天
皇
の
三
者
が
職
事
弁
宮
を
介
し
て
国
家
意
思
を
決
定
し
た
と
す
る
職
事
弁

官
政
治
論
を
継
承
す
る
。
他
方
、
国
政
家
政
共
同
執
行
論
に
つ
い
て
は
受
領

層
ま
で
含
め
る
こ
と
は
権
門
の
階
層
差
を
無
視
す
る
も
の
と
批
判
し
、
「
国

家
機
関
に
准
ず
る
家
政
機
関
を
持
ち
、
経
費
を
国
塗
す
る
こ
と
が
可
能
な
の

は
治
験
の
零
・
女
院
・
摂
関
家
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
下
の
権
門
で
は
國
宛

に
よ
る
賦
課
は
で
き
な
か
っ
た
」
（
二
五
頁
）
と
す
る
。
著
者
・
遠
藤
基

郎
・
井
原
三
者
の
論
争
に
お
け
る
自
説
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　
第
一
部
第
二
章
「
藤
原
道
長
と
院
政
扁
で
中
世
王
権
の
成
立
過
程
を
詳
細

に
論
じ
る
。
道
長
は
一
国
平
均
役
と
い
う
徴
税
方
式
を
生
み
出
し
た
受
領
を

家
司
に
編
成
し
、
そ
の
財
力
を
国
政
に
取
り
込
む
。
晩
年
の
道
長
は
法
成
寺

造
営
事
業
で
受
領
・
公
卿
を
組
織
化
し
、
葬
送
・
追
善
・
法
華
御
八
講
を
通

じ
て
「
摂
関
家
が
王
家
と
と
も
に
王
権
を
構
成
す
る
と
い
う
国
制
構
造
が
確

立
し
た
こ
と
で
、
摂
関
家
は
権
門
系
列
化
の
頂
点
に
立
つ
」
（
一
九
八
頁
）

と
評
価
す
る
。
頼
通
政
権
で
は
、
法
成
寺
や
興
福
寺
の
再
建
造
営
で
の
「
国

宛
と
い
う
方
式
」
（
一
九
九
頁
）
の
採
用
と
、
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
平

等
院
領
の
立
通
方
式
を
門
院
政
期
の
立
庄
の
先
駆
」
（
二
〇
三
頁
）
と
し
て

高
く
評
価
す
る
。
後
三
条
天
皇
と
白
河
天
皇
は
、
「
道
長
の
政
治
手
法
を
模

倣
し
て
、
天
皇
が
国
王
た
る
こ
と
を
顕
示
し
た
」
（
二
一
四
頁
）
と
評
価
す

る
。
「
中
世
の
天
皇
は
主
従
制
的
な
要
素
を
持
ち
つ
つ
も
、
位
階
を
与
え
官

職
（
官
司
）
秩
序
を
統
括
す
る
と
い
う
古
代
の
慰
主
が
も
つ
統
治
権
者
と
い

う
性
格
を
も
残
し
て
い
た
」
（
二
一
七
頁
）
と
し
、
中
世
天
皇
を
主
従
制
と

官
僚
鯛
の
二
面
性
を
も
っ
た
存
在
と
規
定
す
る
。
第
三
声
門
法
勝
寺
創
建
の

歴
史
的
意
義
」
で
は
、
供
僧
の
存
在
し
な
い
擬
似
寺
院
と
す
る
山
岸
常
人
説

を
史
料
的
に
批
判
・
否
定
す
る
（
四
七
九
頁
）
。
国
家
的
法
会
の
場
を
強
調

す
る
通
説
を
批
判
し
、
阿
弥
陀
堂
・
法
華
堂
や
仏
塔
に
注
目
し
、
法
勝
寺
を

含
め
て
上
皇
の
葬
送
・
追
善
の
場
と
し
て
性
格
づ
け
、
門
道
長
が
建
立
し
た

法
成
寺
に
起
源
を
持
つ
」
（
四
九
五
頁
）
と
し
、
「
後
三
条
天
皇
・
白
河
天
皇

が
〈
道
長
の
王
権
〉
を
継
承
し
た
権
力
で
あ
る
」
（
四
九
六
頁
）
と
結
論
す

る
。
第
四
章
国
王
〉
の
死
と
葬
送
」
で
、
鳥
羽
の
葬
送
・
埋
骨
・
熾
法
で

は
臓
観
念
が
み
ら
れ
な
い
が
、
遺
骨
が
死
者
観
念
と
一
体
化
し
墓
所
と
な
る

と
薇
が
発
生
す
る
と
し
、
学
侶
と
区
別
さ
れ
る
堂
衆
（
行
人
・
禅
学
）
・
聖

が
遺
骸
処
理
を
担
当
し
た
と
す
る
。
王
権
の
浄
土
信
仰
と
葬
送
・
追
善
と
織

と
の
｝
体
化
が
中
世
的
織
観
念
の
登
場
を
も
た
ら
す
と
す
る
。

　
本
書
の
第
一
の
特
質
は
、
こ
れ
ま
で
古
代
史
の
分
野
で
論
じ
ら
れ
て
き
た

道
長
政
権
を
院
権
力
が
つ
く
り
あ
げ
た
中
世
王
権
確
立
の
起
点
に
位
置
づ
け
、

「
中
世
庄
園
制
は
頼
通
と
後
三
条
天
皇
に
よ
り
創
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
」

（
二
〇
三
頁
）
と
ま
で
明
照
す
る
。
本
書
は
、
院
政
の
成
立
を
摂
関
政
治
の

否
定
・
摂
関
家
の
没
落
と
み
て
中
世
社
会
の
起
点
に
お
く
通
説
的
歴
史
像
に

と
っ
て
か
わ
り
、
道
長
政
権
を
中
世
王
権
成
立
の
起
点
と
し
、
白
河
院
政
に

よ
っ
て
王
権
分
裂
の
危
機
を
脱
し
て
門
院
・
天
皇
・
摂
関
が
相
互
補
完
的
に

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ひ
と
つ
の
王
権
を
構
成
す
る
と
い
う
申
世
王
権
構
造
が
完
成
を
遂
げ
た
」
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評書

（
二
二
二
頁
）
と
す
る
。
研
究
史
上
、
道
長
・
頼
通
政
権
と
院
権
力
を
連
続

面
で
と
ら
え
、
新
し
い
中
世
王
権
成
立
過
程
の
歴
史
像
を
提
示
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
古
代
史
と
中
世
史
の
区
分
論
の
新
し
い
問
題

提
起
で
あ
り
、
今
後
大
き
な
論
議
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
画
期
的
論
考
に
な
ろ

う
。2

　
中
世
宗
教
秩
序
の
形
成
過
程
の
歴
史
像

　
本
書
の
第
二
の
目
的
は
、
「
中
世
王
権
の
創
出
と
中
世
宗
教
秩
序
の
形
成

と
が
～
体
の
動
き
で
あ
っ
た
と
考
え
」
（
｝
…
六
頁
）
、
中
世
宗
教
秩
序
の
形
成

史
と
い
う
新
し
い
歴
史
像
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
。
黒
田
俊
雄
の
顕
密
体
制

論
や
上
東
通
央
の
擬
似
汎
東
ア
ジ
ア
的
日
本
仏
教
論
は
、
先
行
し
て
成
立
し

て
い
た
神
祇
秩
序
を
軽
視
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
第
一
部
第
一
章
「
中
世

王
権
の
創
出
と
そ
の
正
統
性
」
は
、
承
平
・
天
慶
の
乱
で
の
「
新
皇
」
の
衝

撃
か
ら
、
古
代
と
は
異
な
る
王
権
の
正
統
化
の
論
理
が
模
索
さ
れ
は
じ
め
、

「
一
〇
世
紀
中
葉
以
降
、
新
た
な
天
皇
観
・
神
祇
秩
序
・
山
踏
譜
（
王
権
神

話
）
の
形
成
が
密
接
に
関
連
し
合
い
な
が
ら
一
体
の
も
の
と
し
て
進
行
し
、

古
代
と
は
異
な
る
新
た
な
自
国
認
識
た
る
神
国
観
が
確
立
し
た
漏
（
一
〇
一

頁
）
と
す
る
。
国
文
学
や
神
道
史
分
野
で
論
じ
ら
れ
る
中
世
日
本
紀
1
1
申
世

的
神
統
譜
の
論
点
を
一
一
世
紀
末
期
説
で
は
な
く
、
「
一
〇
世
紀
中
葉
に
中

世
B
本
紀
形
成
の
起
点
を
お
き
た
い
」
（
九
三
頁
）
と
す
る
。
第
二
部
第
一

章
「
日
本
中
世
の
神
観
念
と
国
土
観
」
で
は
、
空
海
ら
密
教
僧
は
経
典
の

「
金
輪
王
」
説
や
「
護
持
僧
作
法
」
を
創
設
し
な
が
ら
「
先
行
す
る
神
祇
秩

序
を
自
ら
の
な
か
に
取
り
込
む
べ
く
努
力
し
」
（
二
六
頁
）
、
中
世
天
皇
に
よ

る
統
治
を
正
統
化
す
る
論
理
1
1
新
た
な
天
皇
権
威
と
天
皇
像
を
構
築
し
た
と

す
る
。
第
三
章
「
中
世
宗
教
支
配
秩
序
の
形
成
」
で
は
、
受
領
に
よ
る
国
内

神
名
帳
の
作
成
・
受
領
層
に
よ
る
国
内
宗
教
秩
序
の
形
成
を
高
く
評
価
す
る
。

院
政
期
の
蓮
華
王
院
惣
社
に
勧
請
さ
れ
る
神
々
の
中
に
伊
勢
神
宮
・
ア
マ
テ

ラ
ス
は
含
ま
れ
な
い
が
、
『
吾
妻
鏡
筒
や
鎌
倉
期
の
史
料
群
に
は
、
天
神
で

あ
っ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
が
地
神
と
な
り
、
そ
の
本
地
が
大
日
如
来
と
な
る
こ
と

で
、
古
代
神
話
の
世
界
と
異
な
る
「
最
も
本
質
的
な
変
化
」
（
一
二
九
頁
）

が
生
ま
れ
た
と
す
る
。
コ
一
世
紀
最
末
以
降
、
式
年
遷
宮
を
遂
行
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
米
欠
力
〉

は
、
民
衆
一
人
ひ
と
り
が
納
め
る
役
夫
工
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

事
態
が
進
展
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、
伊
勢
神
宮
が
自
ら
を
地
神
と

位
置
づ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
最
も
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
」
（
一
三
〇
頁
）

と
主
張
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、
神
道
史
、
聖
教
調
査
で
の
寺
社
縁
起
・
国
文
学
、
仏
教
史
な

ど
の
研
究
成
果
を
批
判
的
に
継
承
・
統
合
し
て
、
一
〇
世
紀
中
葉
に
は
じ
ま

っ
た
中
世
王
権
の
正
統
性
を
模
索
す
る
宗
教
秩
序
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る
。

中
世
神
祇
秩
序
の
骨
格
の
成
立
－
密
教
に
よ
る
神
仏
習
合
で
の
権
威
づ
け
の

縁
起
形
成
－
院
政
期
に
確
立
す
る
中
世
宗
教
秩
序
の
確
立
と
い
う
段
階
的
歴

史
過
程
の
歴
史
像
を
提
起
し
た
。
神
紙
工
・
仏
教
観
・
寺
社
縁
起
論
を
中
世

王
権
を
正
統
化
す
る
た
め
の
宗
教
秩
序
の
体
系
が
生
ま
れ
る
形
成
過
程
の
歴

史
像
と
し
て
統
合
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
時
代
が
も
つ
大
き
な
潮
流
を

見
据
え
た
全
体
史
（
時
代
史
）
の
構
築
を
目
指
す
扁
（
一
頁
）
と
し
た
本
書

は
、
申
世
宗
教
秩
序
形
成
史
の
歴
史
像
を
提
示
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

神
道
史
・
仏
教
史
・
国
文
学
分
野
の
研
究
者
か
ら
、
本
書
に
関
す
る
異
論
・

反
論
や
批
判
的
継
承
を
図
ろ
う
と
す
る
研
究
動
向
が
生
ま
れ
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
本
書
は
、
個
別
分
散
化
の
研
究
動
向
が
指
摘
さ
れ
て

久
し
い
学
界
の
中
で
、
そ
れ
を
克
服
し
学
問
融
合
の
た
め
の
議
論
の
場
を
つ
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く
り
だ
し
た
も
の
、
と
り
わ
け
古
代
・
中
世
の
時
期
区
分
論
と
い
う
大
き
な

議
論
の
場
・
論
争
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
高
く
評
価
で
き

よ
・
つ
。

3
　
中
世
国
家
財
政
史
の
中
に
庄
園
制
・
知
行
国
制
を
位
遇
づ
け
る
歴
史
像

　
第
一
部
第
四
章
「
大
規
模
造
営
の
時
代
」
と
第
三
部
の
四
つ
の
章
は
、

「
受
領
が
庄
園
制
や
知
行
国
画
の
基
盤
を
創
っ
た
と
の
認
識
の
も
と
…
…
中

世
国
家
財
政
の
な
か
に
庄
園
制
・
知
行
国
制
を
組
み
込
む
べ
く
努
め
た
い
」

（
三
二
頁
）
と
本
書
の
第
王
の
目
的
を
提
示
す
る
。

　
村
上
朝
以
降
、
年
中
行
事
の
夜
狩
倉
に
よ
っ
て
内
着
火
災
が
頻
発
し
、
諸

国
が
造
営
を
請
け
負
う
国
宛
方
式
と
官
行
事
所
の
設
遣
が
慣
習
化
す
る
（
三

二
頁
）
。
摂
関
期
の
国
宛
は
国
司
が
平
均
に
賦
課
・
徴
収
す
る
公
物
で
、

成
功
が
私
物
で
の
納
入
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）

官
宣
旨
に
よ
り
造
内
裏
役
が
一
国
平
均
役
と
し
て
賦
課
さ
れ
る
体
制
が
受
領

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
し
、
受
領
の
財
政
的
役
割
を
高
く
評
価
す
る
（
三

四
四
頁
）
。
第
三
部
第
一
章
「
経
費
調
達
制
度
の
形
成
と
展
開
」
で
は
、
～

国
平
子
役
の
徴
収
が
受
領
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
し
、
朝
廷
に
よ
る
国
役
賦

課
や
庄
園
整
理
に
積
極
的
に
関
与
し
た
と
す
る
棚
橋
光
男
・
市
田
弘
昭
を
批

判
し
、
一
国
平
均
役
の
税
目
化
を
指
摘
す
る
（
五
九
八
頁
）
。
院
政
期
に
入

る
と
、
朝
廷
が
一
國
平
均
役
の
直
接
徴
収
に
の
り
だ
し
、
雪
天
の
霜
が
近
臣

受
領
に
「
賦
課
成
功
扁
を
命
じ
、
代
わ
り
に
任
国
で
の
型
物
免
除
が
公
認
さ

れ
る
と
す
る
（
第
三
部
第
二
章
）
。
旧
来
の
研
究
史
上
で
は
、
諸
国
所
課
方

式
と
造
国
恩
、
国
宛
と
成
功
の
分
類
法
に
混
乱
が
み
ら
れ
る
と
し
、
竹
内
理

三
・
小
山
田
義
夫
・
市
沢
哲
ら
の
研
究
を
批
判
す
る
。
院
断
機
の
国
宛
1
1
諸

国
所
課
は
役
と
し
て
在
地
に
賦
課
で
き
る
か
ら
国
家
的
収
取
と
し
て
の
性
格

を
も
っ
て
い
た
と
す
る
井
原
説
を
継
承
し
、
天
皇
・
院
・
摂
関
家
の
み
が
独

自
に
賦
課
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
、
遠
藤
基
郎
が
い
う
二
宮
・
摂
関
家

以
外
の
貴
族
諸
家
が
賦
課
し
た
と
す
る
「
非
公
家
沙
汰
諸
国
所
課
」
の
史
料

的
根
拠
を
悉
く
批
判
す
る
（
六
九
七
～
七
〇
〇
頁
）
。
第
三
部
第
三
章
「
庄

園
制
と
知
行
国
制
裁
で
、
院
政
期
の
立
庄
手
続
き
の
基
幹
は
、
検
注
に
よ
る

本
田
数
・
坪
付
の
確
定
と
領
域
確
定
の
四
至
愚
示
の
決
定
の
二
つ
で
あ
り
、

中
世
庄
園
の
核
は
本
田
に
あ
っ
た
と
す
る
（
七
三
八
頁
）
。
保
元
新
制
で
の

庄
園
整
理
令
で
加
納
公
田
整
理
が
進
め
ら
れ
、
広
大
な
領
域
型
庄
園
よ
り
も

本
免
田
の
坪
付
確
定
の
検
注
に
よ
る
立
田
を
重
視
す
る
政
策
に
軌
道
修
正
さ

れ
た
と
す
る
。
広
大
な
四
至
を
も
っ
た
複
合
的
領
域
構
成
を
と
る
領
域
型
庄

園
の
今
庄
を
重
視
す
る
川
端
新
・
高
橋
～
樹
説
を
批
判
し
、
寄
進
論
を
包
摂

し
た
立
庄
論
の
再
構
築
の
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る
（
七
五
五
頁
）
。
知
行

国
制
は
、
国
守
の
任
命
権
を
握
っ
た
国
主
が
国
守
の
収
入
を
得
る
制
度
と
理

解
し
直
し
て
、
院
宮
分
国
論
や
年
給
論
と
の
議
論
を
整
理
し
旧
来
の
研
究
乎

法
を
批
判
す
る
（
七
五
七
頁
）
。
院
政
期
に
は
、
受
領
の
地
位
が
利
権
化
し

て
公
卿
ら
の
経
済
基
盤
に
な
り
、
院
近
臣
受
領
に
よ
る
国
務
後
見
と
重
任
・

遷
任
・
相
博
の
く
り
返
し
で
受
領
の
地
位
の
家
産
化
を
進
め
た
と
す
る
（
七

七
二
頁
）
。
摂
関
家
知
行
国
と
～
般
公
卿
の
知
行
国
制
と
は
異
な
っ
て
い
た

と
し
、
知
行
国
の
付
与
は
「
朝
恩
」
と
し
て
行
わ
れ
国
家
的
給
付
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
と
ら
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

　
本
書
は
、
庄
園
制
と
知
行
国
制
を
「
国
家
的
な
給
与
制
度
漏
（
七
七
九
頁
）

と
し
て
評
価
し
直
し
て
、
中
世
支
配
層
の
経
済
的
基
盤
と
し
て
位
罎
づ
け
よ

う
と
す
る
。
こ
こ
で
も
、
庄
園
制
・
知
行
国
制
を
土
地
制
度
と
し
て
論
じ
ら

れ
て
き
た
研
究
史
を
批
判
し
て
、
国
家
財
政
史
と
し
て
位
覆
づ
け
直
す
。
通

説
の
鳥
羽
院
政
期
よ
り
も
、
頼
通
期
・
一
一
世
紀
の
知
行
国
制
・
庄
園
制
成
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引書

立
過
程
を
重
要
視
す
る
。

　
本
書
は
、
個
別
分
散
化
し
た
研
究
分
野
の
論
点
に
分
け
入
っ
て
、
そ
の
枠

組
み
を
越
え
た
新
し
い
統
合
の
歴
史
像
を
提
起
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

庄
園
制
や
国
家
財
政
論
の
研
究
者
か
ら
も
、
異
論
や
反
論
・
批
判
が
出
さ
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
徴
税
制
度
の
研
究
や
成
功
論
で
成
果

を
あ
げ
た
佐
藤
泰
弘
や
上
杉
和
彦
ら
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
署
及
が
な
く
、

研
究
史
の
整
理
に
偏
り
が
み
ら
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
第
三
部
を
読
み
進

め
れ
ば
、
理
論
的
要
請
に
よ
る
問
題
設
定
や
分
析
課
題
が
先
行
し
て
史
料
的

限
界
や
実
舐
性
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
も
眼
に
つ
く
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
越
え
て
、
多
様
な
研
究
分
野
を
統
合
す
る
新
し
い
歴
史

像
を
提
起
し
た
こ
と
は
、
個
別
分
散
化
の
研
究
動
向
を
克
服
す
る
た
め
の
反

論
・
異
論
・
討
論
の
場
を
創
り
出
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
こ
そ
、
本
書

の
研
究
史
に
対
す
る
最
大
の
貢
献
と
い
っ
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
そ
れ
が

大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
か
ど
う
か
は
、
読
者
の
ひ
と
り
一
人
が
討
論
・
論
争

の
場
に
参
じ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

二
　
問
題
点
と
今
後
の
課
題

　
本
書
は
、
中
世
王
権
の
形
成
は
そ
の
ま
ま
中
世
宗
教
秩
序
や
中
世
社
会
の

形
成
過
程
と
一
体
で
同
時
進
行
し
た
と
す
る
仮
説
に
立
脚
し
て
い
る
。
知
行

国
鋼
と
庄
園
制
も
門
国
家
的
給
与
制
度
」
と
し
て
位
譲
づ
け
直
し
、
「
中
世

庄
園
制
は
頼
通
と
後
三
条
天
皇
に
よ
り
創
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
」
（
二
〇

三
頁
）
と
断
言
す
る
。
こ
う
し
た
分
析
視
角
・
仮
説
の
雄
大
性
こ
そ
が
本
書

の
特
質
で
あ
り
、
成
果
も
問
題
点
も
こ
こ
に
起
因
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か

ろ
う
。

　
中
世
王
権
の
形
成
過
程
が
中
世
宗
教
秩
序
や
中
世
社
会
の
形
成
過
程
と
同

時
進
行
し
た
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
。
さ
ら
に
諸
国
所
課
・
召
物
の

調
達
体
制
や
国
家
財
政
の
形
成
が
そ
の
ま
ま
知
行
国
制
・
庄
園
制
の
形
成
過

程
と
一
体
で
あ
る
と
書
え
る
の
か
。
本
書
の
前
提
そ
の
も
の
が
研
究
史
上
で

吟
味
・
議
論
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
評
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
間
に
ズ
レ

が
あ
る
と
考
え
る
研
究
者
が
こ
れ
ま
で
は
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
点
に

つ
い
て
著
者
は
書
及
し
な
い
。
庄
園
制
や
知
行
国
制
に
「
国
家
的
給
与
制

度
」
の
側
面
が
部
分
的
に
存
在
す
る
こ
と
は
私
も
賛
成
す
る
。
し
か
し
、
知

行
国
制
や
庄
園
制
に
は
名
や
在
家
の
請
負
と
徴
税
と
経
営
と
い
う
土
地
制
度

と
税
制
と
が
未
分
離
な
ま
ま
融
合
し
、
債
務
債
権
関
係
や
寄
進
・
売
買
と
い

う
権
利
の
移
転
ま
で
含
ま
れ
て
お
り
、
す
べ
て
を
国
家
的
給
与
制
度
と
断
言

し
え
な
い
側
繭
が
多
す
ぎ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
庄
園
や
知
行
国
の
形
成
過
程
や

歴
史
的
性
格
に
も
時
期
的
偏
差
や
多
様
性
と
類
型
化
の
困
難
が
つ
い
て
ま
わ

っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
著
者
に
は
今
後
、
本
書
の
分
析
視
角
と

な
っ
た
大
前
提
・
仮
説
そ
の
も
の
に
つ
い
て
疑
念
を
も
っ
て
再
検
討
し
て
ほ

し
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
の
信
頼
性
と
実
証
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
期
待
し
た
い
。

　
本
書
の
第
二
の
分
析
視
角
は
、
摂
関
・
天
皇
・
院
な
ど
を
支
配
層
の
分

裂
・
抗
争
と
評
価
し
て
き
た
通
説
を
批
判
し
門
摂
関
家
が
王
家
と
と
も
に
王

権
を
構
成
す
る
と
い
う
國
制
構
造
」
（
～
九
八
頁
）
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
支
配
層
を
分
裂
抗
争
の
歴
史
と
す
る
政
治
史
中
心
主
義
を
脱
し
て
、

支
配
屡
の
階
級
結
集
の
仕
方
を
論
じ
る
国
主
史
・
国
家
論
的
分
析
視
角
を
重

視
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
棚
橋
光
男
の
業
績
を
批
判

的
に
継
承
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
た
い
。
諸
階
級
の
利
害
調
整
を
図

り
国
家
的
統
合
・
国
家
的
結
集
を
と
げ
る
国
王
・
愚
主
と
し
て
の
天
皇
制
の

シ
ス
テ
ム
の
解
明
は
お
く
れ
て
お
り
、
本
書
が
国
家
論
の
進
展
に
寄
与
す
る
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と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
れ
を
前
提
に
し
て
、
本
書
は
摂
関
に
よ
る
天
皇
へ
の

即
位
灌
頂
を
授
け
る
時
期
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
鎌
倉
宋
朝
以
降
の
二
条

家
説
を
批
判
し
、
第
一
部
第
二
章
で
そ
の
月
例
は
堀
用
天
皇
の
即
位
式
に
は

じ
ま
る
と
し
「
こ
の
問
題
は
摂
関
の
王
権
内
で
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
上
で

重
要
で
あ
る
一
（
八
一
九
頁
）
と
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
五
摂
家
内
部
で
の

二
条
家
の
評
価
に
か
か
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
の
高
揚
し
て
い
る
惣
町

期
の
将
軍
義
満
と
二
条
良
品
と
の
関
係
や
そ
の
後
の
二
条
家
の
没
落
、
さ
ら

に
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
摂
家
と
武
家
伝
奏
の
評
価
に
関
連
す
る
大
き
な
問

題
に
連
動
す
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
著
者
が
今
後
、
中
世
後
期
の
分
野
に
積

極
的
に
進
出
し
研
究
分
野
の
拡
大
と
発
信
に
つ
と
め
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
第
三
に
、
本
書
第
三
部
の
知
行
国
制
と
中
世
庄
園
制
の
形
成
論
は
、
著
者

の
畏
友
川
端
新
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
国
衙
領
と
庄
園
の
相
互
関
係
の
解

明
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
（
九
四
八
頁
）
。
故

川
端
氏
は
、
荘
園
公
領
制
概
念
そ
の
も
の
の
是
非
を
根
本
か
ら
見
直
す
こ
と

が
必
要
だ
と
す
る
問
題
意
識
を
共
有
す
る
数
少
な
い
研
究
者
の
ひ
と
り
で
あ

っ
た
。
本
書
は
、
国
家
的
給
付
制
度
と
い
う
上
か
ら
の
視
点
か
ら
知
行
国
・

荘
園
鋼
管
を
分
析
し
た
も
の
の
、
相
伝
私
領
や
名
・
在
家
の
形
成
と
寄
進
と

い
う
下
か
ら
の
視
点
で
の
分
析
は
ま
っ
た
く
手
付
か
ず
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
に
残
さ
れ
た
著
者
の
研
究
課
題
と
し
て
意
識
的
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
宮
中
で
の
国
家
的
法
会
の
事
実
関
係
の
叙
述
で
「
御
斎
会
は
一

三
四
〇
年
代
か
ら
不
実
施
が
目
立
ち
…
…
一
四
世
紀
中
葉
に
は
、
国
家
護
持

を
目
的
に
朝
廷
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
諸
法
会
が
次
々
に
退
転
す
る
」
「
最

後
ま
で
存
続
し
て
い
た
後
七
日
御
修
法
も
寛
正
元
年
（
～
四
六
〇
）
を
最
後

に
廃
絶
し
、
平
安
後
期
以
来
続
い
て
い
た
宮
中
・
諸
御
願
寺
で
の
法
会
は
す

べ
て
姿
を
消
す
」
（
四
五
九
頁
）
と
す
る
。
し
か
し
、
史
実
は
そ
れ
ほ
ど
単

純
で
は
な
い
。
鎌
倉
後
期
の
古
記
録
に
み
え
る
「
御
斎
会
」
は
「
八
省
御
斎

会
」
と
区
別
さ
れ
、
後
七
日
御
修
法
の
結
願
日
（
党
日
・
十
四
日
）
に
導
師

の
阿
闇
黒
が
内
裏
に
参
内
し
て
御
衣
を
加
持
香
水
し
て
八
宗
奏
と
御
論
議
を

行
う
法
会
を
「
御
斎
会
」
と
呼
ん
で
い
る
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
と
は
区
別
さ

れ
る
内
裏
で
の
「
八
省
御
斎
会
」
の
最
終
実
施
は
、
『
兼
宣
公
記
』
（
歴
博
資

料
番
号
六
〇
三
）
至
徳
三
年
（
一
三
八
七
）
正
月
八
日
条
で
彼
が
蔵
入
弁
を

つ
と
め
た
綿
雪
が
最
後
で
あ
る
。
御
斎
会
・
後
七
日
御
修
法
が
廃
絶
し
た
あ

と
も
、
宮
中
で
の
護
国
法
会
は
大
元
帥
法
が
大
法
と
護
摩
の
二
法
を
く
り
返

し
な
が
ら
も
小
御
所
と
理
性
院
で
存
続
し
、
元
和
九
年
（
～
六
二
三
）
の
後

七
日
御
修
法
・
大
元
帥
法
の
両
法
復
興
に
及
ん
だ
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
（
拙
論
「
天
皇
と
仏
教
」
『
天
皇
・
天
皇
制
を
よ
む
睡
）
。
な
お
本
書
索
引

は
、
注
が
別
枠
で
作
成
さ
れ
た
た
め
か
、
「
本
文
中
」
の
も
の
に
限
ら
れ
、

使
い
づ
ら
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
大
著
で
校
正
に
時
間
が
不
足
し
た
ら
し

く
、
誤
字
脱
字
が
目
に
つ
い
た
。
増
版
・
刷
版
で
の
訂
正
が
望
ま
れ
る
。
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〇
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